
■『癒し環境空間開発研究会』の実施

◇平成２０年度の目標

『保健指導実践講座』による特定保健指導で活躍できる健康サービス人材
の創出 （スタンダードコース（基礎） ＆ アドバンスコース（実践））

健康サービス人材育成研究会 ～Ｈ１９年度のまとめとＨ２０年度の目標～

癒し環境空間開発研究会 ～Ｈ１９年度のまとめとＨ２０年度の目標～

■メタボリック症候群対策のトライアル事業実施

ライフスタイル・アセスメント

詳細健診・問診・体力測定の実施

初回面談の実施

積極的支援の実施

効果検証の為の詳細健診・体力測定の実施

フィットネスクラブでの運動実施
栄養指導・運動指導の支援

☆携帯電話、歩数計等を活用した
ライフスタイルの把握

★大阪府立健康科学センター

★大阪府立健康科学センター

平成２０年４月から始まる、生活習慣病予防のための新しい健診・保健指導
『特定健康診査・特定保健指導』によるメタボリック対策市場の拡大をにらみ、
ＯＨＳ会員企業が持つ健康機器・商品・システム、サービス等を組み合わせた
コンソーシアムを創出し、大阪府立健康科学センターを活用して効果検証を
行うトライアル事業（実証事業）を実施しました。

◇平成２０年度の目標

ヘルスマネジメント研究会 ～Ｈ１９年度のまとめとＨ２０年度の目標～

（１） トライアル事業で開発した｢アンチメタボパッケージ｣の商品化

検討 ⇒ 実証モデルからビジネスモデルへ！

（２） 実証実験でのノウハウを活かした、各種ヘルスマネジメント事業

の継続的な支援

-事業コンソーシアム創出支援
-実証試験モデル構築支援
-実証フィールド・コーディネート、その他支援

実証
モデル

ＥＢＨ確立

ビジネス
モデル

☆持続可能な
サービス提供！

サービスの質とメニューの強化検討

事業コンソ創出支援

《ヘルスマネジメント事業支援パッケージ》

実証実験モデル構築支援

実証フィールド・コーディネート、他

Ｈ１９

ＯＨＳ会員企業提供

ＯＨＳ会員企業提供

■行動変容を可能とする｢保健指導・健康づくり指導｣実践講座の実施

①豊富な経験と実績を持つ講師陣による指導
②行動変容を可能とするスキル獲得 ③企業が提供する価値ある情報提供
④メタボリックシンドロームに着目した健診・保健指導担当者の資質向上推進事業実施
要綱（厚生労働省健康局）に定める研修内容に準拠

《４つの特徴》

健康サービス人材創出を支援する実践に即した書籍の発刊

『行動変容を可能とする特定保健指導のすすめ方』
岡田邦夫著

これまでの講座内容をベースとした、

多様なニーズに対応できる
新たな講座形式の検討

継続的に展開できる体制の確立、
他の人材育成機関との
連携強化

保健指導実践講座の

卒業生のネットワーク化
と、その人材リソースを活かした

新たな健康ビジネスの研究

第１３回：｢園芸療法による癒しビジネスの可能性｣
第１４回：｢”食育”と“植育”からの癒しビジネスアプローチ｣
第１５回：｢見えてきた慢性疲労に陥るメカニズムとその診断法｣
第１６回：｢地球の未来に届ける住まい作りを目指して｣

《各研究会の実施》

先進の知識
正しい知識
の修得

●『癒し（抗疲労）エビデンス評価・支援センター』構想書の策定
-評価・支援コーディネート業務機能
-個別の商品・サービスの癒し（抗疲労）効果実証試験手法（プロトコル）の
検討・設計・助言・指導 ⇒癒し（抗疲労）エビデンス評価委員会

●｢癒し（抗疲労） 関連製品ＥＢＨ構築支援事業｣の実施
①株式会社ＣＯＭＦＯＲＴ－ＬＡＢ：｢抗疲労インソール判定システム｣
②株式会社フジ医療器：｢癒し・疲労にフォーカスしたエアーリラクゼーションチェア｣

《評価センター実現の為のトライアル事業》

☆ＥＢＨに基づいたビジネス開発を支援！

◇平成２０年度の目標

癒し（抗疲労）エビデンス評価・支援センターの
本格稼動と継続的な機能強化

【研究会】

多彩な外部講師の招聘を核とした
情報交流、企業の連携促進
（ビジネスコラボ支援）

大阪産業創造館との
連携強化！

『癒し推奨マーク』
『癒し確証マーク』
の発行へ！

★検討事項



『癒し（抗疲労）エビデンス評価・支援センター 』について

■ＯＨＳ協議会への各種お問合せは、下記までメールでお願い致します。

ＯＨＳ協議会（大阪健康サービス産業創造協議会）
事務局メールアドレス ｏｈｓ＠ｗｅｂｏｈｓ．ｊｐ
ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗｅｂｏｈｓ．ｊｐ

◇センターの提供する機能（サービス）

技術論文・研究論文調査

パイロット試験支援

実証試験支援

試験結果報告書評価

論文評価

『癒し推奨マーク』発行

『癒し確証マーク』発行

各種マーケティング調査

《癒し（抗疲労）エビデンス評価委員会》
《ビジネス支援》

◇事務窓口連絡先

ビジネスコラボ支援

ＯＨＳ協議会・癒し環境空間開発研究会事務局 卯津羅（うづら）まで ⇒ ｅ－ｍａｉｌ：ｕｚｕｒａ＠ｗｅｂｏｈｓ．ｊｐ

設計書に基づく
実証試験依頼

試験結果報告

評価依頼
（論文提出）

評価マークの発行

③

④

⑥

⑤

癒し（抗疲労）エビデンス評価委員会
実証試験結果に基づく「論文」を審査し、評価を実施

（学識経験者等により構成）

癒し（抗疲労）エビデンス評価・支援センター

個別の商品・サービスの
癒し（抗疲労）効果

実証試験手法（プロトコル）
の検討・設計・助言・指導

実証試験手法
検討依頼①

②
実証試験手法
設計書

科学的根拠に基づいた癒しビジネス（商品・サービス）の推進
[マーク取得の宣伝・広報活動＝ブランド戦略]

（21世紀ＣＯＥプログラム）
「疲労の科学的評価手法・
バイオマーカーの開発」
大阪市立大学医学研究科
渡辺恭良教授等の研究成果

（主要業務内容）

■科学的評価支援（コンサルティング）
■実証フィールド調達支援
■癒しビジネスに関する産官学医連携支援
■イベント、プレス提供等を通じた外部へのＰＲ展開

■日本疲労学会との連携を通じた学術支援

企業の
癒し（抗疲労）商品・サービス

[実証実験プロトコル設計書]

評価・支援コーディネート業務

第３者試験機関
（大学・公設試・民間機関等）

設計書に基づく
実証試験依頼

試験結果報告

評価依頼
（論文提出）

評価マークの発行

③

④

⑥

⑤

癒し（抗疲労）エビデンス評価委員会
実証試験結果に基づく「論文」を審査し、評価を実施

（学識経験者等により構成）

癒し（抗疲労）エビデンス評価・支援センター

個別の商品・サービスの
癒し（抗疲労）効果

実証試験手法（プロトコル）
の検討・設計・助言・指導

実証試験手法
検討依頼①

②
実証試験手法
設計書

科学的根拠に基づいた癒しビジネス（商品・サービス）の推進
[マーク取得の宣伝・広報活動＝ブランド戦略]

（21世紀ＣＯＥプログラム）
「疲労の科学的評価手法・
バイオマーカーの開発」
大阪市立大学医学研究科
渡辺恭良教授等の研究成果

（主要業務内容）

■科学的評価支援（コンサルティング）
■実証フィールド調達支援
■癒しビジネスに関する産官学医連携支援
■イベント、プレス提供等を通じた外部へのＰＲ展開

■日本疲労学会との連携を通じた学術支援

企業の
癒し（抗疲労）商品・サービス

[実証実験プロトコル設計書]

評価・支援コーディネート業務

第３者試験機関
（大学・公設試・民間機関等）

癒し・抗疲労
に関する

学術研究拠点
とのナレッジ連携
（国内・海外）

◇センター機能稼動スケジュール（予定）

●２００８年７月 第１期機能リリース

●２００８年６月 プレス発表

●２００８年９月 第２期機能リリース

●２００８年１１月 第３期機能リリース

《ヒト試験》

ヒト試験を行う前に、対象となる技術・商品等
に関係する技術論文や研究論文をリサーチし、
どのような実証試験がなされているのかを調査
し、分析を行うサービス。

実証試験を行う前のテスト試験を支援するサー
ビス。どのような実証試験を行うことが妥当で
あるのかを詳細に把握する。

エビデンスを確立する実証試験を支援するサー
ビス。実証試験フィールド調達、プロトコル設計
などの各種支援を行う。

実証試験の結果報告書を基に、評価委員会により評価を行う
サービス。評価の結果により、『癒し推奨マーク』を発行する。

実証試験の論文を基に、評価委員会により評価を行うサービ
ス。評価の結果により、『癒し確証マーク』を発行する。

対象となる技術・商品・サービス等について、その市場性や潜
在顧客等に関する各種マーケティング調査を行うサービス。ま
た、薬事法等コンプライアンスを重視した広報プロモーションを
支援する。

対象となる技術・商品・サービス等について、ビジネス連携の
パートナーを広く産官学医からマッチングするサービス。

『技術論文・研究論文調査』、
『各種マーケティング調査』、『ビジネスコラボ支援』

『パイロット試験支援』、
『実証試験支援』

『試験結果報告書評価』（癒し推奨マーク）、
『論文評価』（癒し確証マーク）



『ヘルスマネジメント事業支援パッケージ』について

■ＯＨＳ協議会への各種お問合せは、下記までメールでお願い致します。

ＯＨＳ協議会（大阪健康サービス産業創造協議会）
事務局メールアドレス ｏｈｓ＠ｗｅｂｏｈｓ．ｊｐ
ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗｅｂｏｈｓ．ｊｐ

◇事務窓口連絡先

ＯＨＳ協議会・健康サービス人材育成研究会事務局 ⇒ ｅ－ｍａｉｌ：ｏｈｓ－ｊｉｍｕ１＠ｗｅｂｏｈｓ．ｊｐ

平成２０年度：『保健指導実践講座』について

特定案件の
投げかけ

ＯＨＳ
会員企業

◇ヘルスケア事業コンソーシアム創出～実証実験まで、ワンストップでサポートします。
■サポート例（その１）
事業コンソーシアム創出
（ビジネス・コラボレーションネットワークの構築）

企業
Ａ

企業
Ｂ

病院
Ｄ

産官学医の
プラットフォーム活用 大学

Ｃ

コラボミーティング、
各社連絡調整業務等も支援します。

■サポート例（その２）
実証実験モデル構築支援

実証試験モデル設計～構築、
各社ベネフィット調整等

実証実験モデル

フィットネスクラブ等

高齢者施設等

医療機関等

■サポート例（その３）
実証フィールド・コーディネート

実証試験に適したフィールドの
調達コーディネート

実証実験プロジェクトのマネジメント実証実験プロジェクトのマネジメント
特定案件の投げかけ企業と伴走しながらマネジメント支援をさせていただきます！

ＥＢＨ検証ＥＢＨ検証ＥＢＨ検証

◇事務窓口連絡先

ＯＨＳ協議会・ヘルスマネジメント研究会事務局 ⇒ ｅ－ｍａｉｌ：ｏｈｓ＠ｗｅｂｏｈｓ．ｊｐ

◇平成２０年度の保健指導実践講座は下記日程を予定しております。
（会場は全て大阪大学中之島センターを予定しております。）

第１回 １１月 ４日（火）

第２回 １１月 ５日（水）

第３回 １１月１１日（火）

第４回 １１月１２日（水）

■基礎編（スタンダード）定員100名

第１回 １１月１９日（水）

第２回 １１月２０日（木）

第３回 １１月２５日（火）

第４回 １１月２７日（木）

■技術編（アドバンス）定員40名

第１回 ２月 ７日（土）

第２回 ２月 ８日（日）

■短期集中コース（基礎編）定員100名

基礎編（スタンダード） 基礎編

技術編（アドバンス） 技術編

短期集中コース 基礎編

短期集中コース 技術編

◇発行する修了書

※なお、修了書には全コースとも健診・保健指導担当者の
資質向上推進事業実施要綱（厚生労働省健康局）に定める研修の
内容を満たした旨が表記されます。

第１回 ２月 ２１日（土）

第２回 ２月 ２８日（土）

■短期集中コース（技術編）定員40名


